
計画的処理完了に向けた工程表 

環境省・JESCO 

平成 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 

    備考：処理対象量については、１月１４日までに環境省・JESCOに報告・提供のあった自治体の平成２６年３月末現在の PCB廃棄物（高濃度）の保管状況を用いて推計した数値であり、今後の報告や掘り起こし調査の
進展等によって数字は変わることがある。

トランス・コンデンサの計画的処理完了期限 

（中間総括実施年） 

安定器等・汚染物の 

計画的処理完了期限 

 JESCO 処理料金の分割払い制度の実施 

 出し渋る保管事業者に直接働きかける積極的な総ざらいの営業活動を実施（JESCO） 
 処理料金の値上げを検討 

処理対象量約１２０台（平成 26 年 12 月末現在）を約４年間で処理（年間平均処理能力約３０台） 

処理対象量約４，６１０トンを約７年間で処理（年間平均処理能力約７００トン） 

  国による効果的な掘り起こし調査方法の検討 
 都道府県市による国、JESCO、電気保安関係等の事業者等と協力した掘り起こし調査の実施 

 大型トランス 


 安定器等・汚染物 

【関係者の連携体制の構築による早期処理の推進】 

 国、都道府県市、JESCO、電気保安関係団体等による連絡会議の定期開催、今後の取組の計画的実施・レビュー 


 国による全国的な PCB 廃棄物の保管・処分の状況に関する情報の集約・公表、都道府県市における早期処理に向けた取組み状況の調査の実施、結果の公表（毎年度） 

 都道府県市による国、JESCO、電気保安関係等の事業者等と協力した未処理事業者への指導等 

 コンデンサ 

 車載トランス（豊田事業エリア） 


 小型トランス 処理対象量約４３０台（平成 26 年 12 月末現在）を順次処理(年間平均処理能力約２００台) 

処理対象量約１２，８００台（平成 26 年 12 月末現在）を順次処理(年間平均処理能力約７０００台) 

処理対象量約１５０台を約４年間で処理(年間平均処理能力約４２台)

〔大阪・豊田事業エリア分を含む〕 

資 料 ３－３

〔東京事業エリア分を含む〕 


